
環境部における随意契約の実績　　（令和４年度３／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由 その他

1
環境保全
課

令和４年度赤
土等流出防止
対策実践ツ
アー委託業務

令和４年
10月５日

2,024,000

（特非）おきなわグリーン
ネットワーク・（株）農協観
光共同企業体
①（特非）おきなわグリー
ンネットワーク
②（株）農協観光沖縄エリ
アセンター

①沖縄県島尻郡八重瀬
町富盛301番地コーポ富
盛201
②沖縄県那覇市壷川２丁
目９番１号JA会館３階

第167条の２
第１項第２号

   プロポーザル方式により広く公募を行ったと
ころ、２者から応募があった。それぞれの企画
提案内容等を選定委員会において審査したと
ころ、左記業者の提案は知識の習得および
フィールドでの対策実践活動の項目について
特に評価が高く、総合得点でも最も高得点で
あったため、契約の相手方として選定した。

2
自然保護
課

令和４年度サ
ンゴ礁保全・再
生総合対策事
業

令和４年
10月17日

49,104,000

サンゴ礁保全・再生総合
対策事業共同企業体
①（一財）沖縄県環境科
学センター
②（一社）水産土建設技
術センター

①沖縄県浦添市字経塚
720番地
②東京都中央区築地２丁
目14番５号サイエスタビ
ル３階

第167条の２
第１項第２号

　プロポーザル方式により広く公募を行ったと
ころ左記業者１者から応募があり、選定委員会
において、企画提案内容、業務計画、実施体
制等について審査したところ、左記業者が基準
を満たしており、契約の相手方として選定し
た。

3
自然保護
課

令和４年度サ
ンゴ礁保全・再
生総合対策事
業（オニヒトデ
対策）

令和４年
11月４日

15,765,717

オニヒトデ対策事業共同
企業体
①（一財）沖縄県環境科
学センター
②（有）コーラルクエスト

①沖縄県浦添市字経塚
720番地
②神奈川県厚木市旭町１
丁目34番10号

第167条の２
第１項第２号

　プロポーザル方式により広く公募を行ったと
ころ左記業者１者から応募があり、選定委員会
において、企画提案内容、業務計画、実施体
制等について審査したところ、左記業者が基準
を満たしており、契約の相手方として選定し
た。



環境部における随意契約の実績　　（令和４年度３／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由 その他

4
環境再生
課

電動車用充電
設備設置工事
（R4）監理業務

令和４年
11月８日

1,518,000 （有）環境空間
沖縄県名護市宮里７丁目
２番３号

第167条の２
第１項第２号

　当該工事監理業務の対象となる工事内容
は、沖縄県本島（中部及び南部）・宮古島（下
地島含む）・久米島・座間味島内の計８施設８
基の電動車用充電設備設置工事であり、施設
を運用しながらの工事となっている。
　また、当該工事の設計は、目視で確認できる
範囲で行っており、施工段階で新たな事項が
確認された場合には、変更設計等迅速な対応
が必要となる。
　施設所在地が小規模離島を含む広範囲にわ
たり、施設を運用しながら工事を行うという施
設上の制約があり、限られた工期内に８施設
を監理しなければならず、効率的な工程管理・
調整が求められ、不測の事態に迅速に対応す
るには、現場の状況に精通している必要があ
る。
　契約相手方は、設計業務を実施し、施設管
理者との調整、現場調査及び計画の決定に至
る過程も熟知しており、工事の確実かつ円滑な
進行が図られるものと思慮されたことから、地
方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に
基づき随意契約を行った。

特命随意
契約

5
環境再生
課

平和創造の森
公園ガマ利活
用検討業務委
託（Ｒ4）

令和４年
11月４日

2,486,000 日本工営（株）沖縄支店
沖縄県那覇市壷川３丁目
５番地１

第167条の２
第１項第２号

　プロポーザル方式により広く公募を行ったと
ころ左記業者１者から応募があり、選定委員会
において、企画提案内容、業務計画、実施体
制等について審査した結果、左記業者が合格
基準を満たしており、契約の相手方として選定
した。


